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● ２００３年９月中間期業績の状況

● キョーリンＭＩＣｰ’０５計画の修正
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　売上面では､海外売上高がＢＭＳ社のテクイン過剰在庫の解消、アラガン社の点眼液新発売によ
り前年プラスの実績となりましたが、国内の医療用医薬品売上高が、ガチフロ錠の(自社販売分お
よび大日本製薬向け)売上減少により、連結売上高３０８億円(前年比３.３％減)となりました。

　利益面では、売上の減少に伴い連結経常利益３３億円(前年比３２.０％減)と減益になりました

が、連結当中間期純利益は、厚生年金基金代行部分の返上に伴う特別利益４４億円の計上等により

４６億円(前年比１９８.４％増)と大幅な増益となりました。

　通期(２００４年３月期)では、連結売上高６５３億円(前年比４.８％減)、連結経常利益９１億

円(前年比２８.９％減)､連結当期純利益８０億円(前年比９４.２％増)を見込んでおります。

　売上面では､海外売上高がＢＭＳ社のテクイン過剰在庫の解消、アラガン社の点眼液新発売によ
り前年プラスの実績となりましたが、国内の医療用医薬品売上高が、ガチフロ錠の(自社販売分お
よび大日本製薬向け)売上減少により、連結売上高３０８億円(前年比３.３％減)となりました。

　利益面では、売上の減少に伴い連結経常利益３３億円(前年比３２.０％減)と減益になりました

が、連結当中間期純利益は、厚生年金基金代行部分の返上に伴う特別利益４４億円の計上等により

４６億円(前年比１９８.４％増)と大幅な増益となりました。

　通期(２００４年３月期)では、連結売上高６５３億円(前年比４.８％減)、連結経常利益９１億

円(前年比２８.９％減)､連結当期純利益８０億円(前年比９４.２％増)を見込んでおります。
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２００３年９月中間期 中間業績の状況（単体）

　　　＜当期のポイント＞　　　　　　（前年差異)

■売　上　高 　３０,１３７百万円　（▲１０億円）

　●国内医療用　２４,６７０百万円　（▲１５億円）
　＝業績プラス要因＝
　　　　　　　 　前期実績　　　当期実績　
　・ムコダイン　　　７４　　→　　７８（＋　４）
　・キプレス　　　　２５　　→　　４３（＋１８）
　・ペンタサ　　　　２６　　→　　３０（＋　４）
　＝業績マイナス要因＝
　・ガチフロ　　　　１９　　→　　　６（▲１３）
　　＊杏林売上のみ
　・その他　　　　　４２　　→　　２１（▲２１）
　[その他のマイナス要因］　
・大日本製薬のガチフロ錠に関する一時金及び出荷の減少

　●海外医療用　　３,６７２百万円　（＋　４億円）
　＝業績プラス要因＝
　・ガチフロ　　　　１９　　→　　３０（＋１１）
　　ＢＭＳ社の過剰在庫問題解消、アラガン社の点眼液米国
　　上市（４月)

　●その他　　　　１,７９４百万円　（±　０億円）
　・ミルトン 　　　 １６　　 → 　１４（▲　２）

■営業利益　　　　３,３８３百万円　（▲１３億円）
　営業利益率は１１.３％と３.９ポイント低下
　・原 価 率･･･前年比＋２.９ポイント（29.9％→32.8％）
　　＊ガチフロ錠の売上減少
　・販管費率･･･前年比＋１.０ポイント（54.9％→55.9％）
　　＊販管費約２億円減：研究開発費４億円増加、研究開発費を除く
　　　　　　　　　　　　販管費は７億円減少

■当期利益 　　４,６１４百万円　（＋３２億円）
　・退職給付債務の償却（約１５億円）が前年度で終了
　・厚生年金基金代行返上に伴う、特別利益の計上（４４億円)
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２００４年３月期　業績の見込み（単体）
　　　＜当期のポイント＞　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前年比）
■売　上　高 　６３,９００百万円　（▲３３億円）
　●国内医療用　５３,３００百万円　（▲１３億円）
　＝業績プラス要因＝
　　　　　　　　　　前期実績　　当期見込み
　・ムコダイン　　１７１　　→　１７７（＋　６）　　　　
　　
　・キプレス　　　　６４　　→　　９４（＋３０）　　　
　・ペンタサ　　　　５３　　→　　５９（＋　６）　　　

　＝マイナス要因＝
　・ガチフロ　　　　４７　　→　　３０（▲１７）　　　
　・その他　　　　　６５　　→　　４０（▲２５）　　　
　＊大日本製薬向けガチフロ錠出荷が見込みを下回る

　●海外医療用　　６,５００百万円　（▲２５億円）
　＝プラス要因＝
　・ガチフロ　　　　５１　　→　　５５（＋　４）　　　
　＊ＢＭＳ社の過剰在庫問題解消、アラガン社の点眼剤米国上市
　（４月)により実績は前年を上回る
　＝マイナス要因＝
　・その他　　　　　２４　　→　　　２（▲２２）
　＊契約一時金収入の減少（メルク、アラガンなど）

　●その他　　　　４,１００百万円　（＋　４億円）

■営業利益　　　　９,０００百万円　（▲３３億円）
　営業利益率は１４.１％と４.２ポイント低下(18.3％→14.1％)
　・原 価 率･･･前年比上昇を見込む（上期並）
　＊契約一時金収入減少、ガチフロ売上減少、プロダクトミクスの変化
　・販管費率･･･前年比若干の上昇を見込む
　＊研究開発費の増加(７０→８４億円)を見込むが販売費、人件費等の
　　大幅な低減を図ることで、販管費（額）は前年を下回る見通し

■当期利益 　　　 ７,８００百万円　（＋４１億円）
　・退職給付債務の償却（９５億円：３年間）が、前年度で終了
　・厚生年金基金代行返上に伴う、特別利益の計上（４４億円）

　　＊１
■配当　１６円００銭の予定
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　（当初見込み
　　　　との差異）
　（▲３４億円）
　（▲２０億円）

　　　（▲　８）
　ムコダインＤＳ拡大遅れ

　　　
　　　（▲　７）
患者1人当り投与量拡大策の遅
れ（剤形小型化,確実な効果）

　　

　（▲１３億円）

　　（▲１０）
＊ＢＭＳ社の現地売り見込みは
下回る（＄２２０ＭＭ→＄２０
０ＭＭ）

　

　　　

　（▲　１億円)

　（▲２０億円)

　（＋１９億円)

　　　　　　

当初見込み

（６７３億円）

＊１：野木工場の移転・閉鎖に伴い当期割増退職金の発生が見込ま
れますが、金額が不明なため連結・単体とも当業績見通しには取り
込んでおりません。金額が確定次第速やかに発表する予定です



中期経営計画：キョーリンＭＩＣ-’０５計画の数値目標修正

　　杏林の目指す企業像

　　「ＦＭ領域において国際的な創薬力を有する新薬開発型企業」

キョーリンＭＩＣ‐ ’０５計画　基本方針

“国際的な競争力を持った創薬力の強化のため集中的な資源投下を行う”

　　基本戦略１．「国際的な競争力のある創薬モデルの確立」

　　基本戦略２．「創薬開発コストを生み出す効率経営」

創薬開発コストを生み出す効率経営

　 国際的な
競争力のある

創　薬　力

事業の
集中化

外部資源の
有効活用

生産性
の向上

ＦＭ戦略の推進 アライアンス
戦略の推進

ローコストオペレーション

戦略の推進

計画立案時数値目標

Ｒ＆Ｄ費：１５０億円

売上：１０００億円

経常利益率：２５％

人員：１７００名

修正数値目標

Ｒ＆Ｄ費率：１５％

売上：７５０億円

経常利益率：１８％以上

人員：１６５０名　　

FM：フランチャイズマネジメントの略　当社の得意領域

キョーリンＭＩＣ－’０５計画　戦略イメージ図 ４



計画修正の背景と’０３～’０５年度の位置付け

国際的戦略商品ガチフロキサシン（経口抗菌剤）の大いなる成長を期待

２００１年　　キョーリンＭＩＣ－’０５計画立案時の背景

　海外添付文書でのWARNING掲載、国内での緊急安全性情報発出により

　ガチフロキサシンの売上目標数値の下方修正を検討

２００２～２００３年　国内外におけるガチフロキサシン血糖値異常の副作用発現

　ガチフロの売上高目標の修正が余儀なくされた一方で、０６年度以降は新製品の

　国内外での上市による業績拡大が期待される

　０３～０５年度を業績拡大期に向けた基盤形成期間と位置付け、「キョーリン
　ＭＩＣ－’０５計画」の現在の基本方針にもとづき計画を修正する

修正検討に当っての２００３～２００５年度の位置付け

５



キョーリンＭＩＣ-’０５計画　修正の基本骨子

１．営業展開の変革
　　①国内：ガチフロ戦略から より一層のＦＣ戦略の強化／推進へ

　　②海外：ガチフロ点眼液へのライセンサーとしての取組み強化と海外基盤の構築検討

　　

２．研究開発への積極的な投資
　　・国際的新薬開発企業としてＲ＆Ｄ費率１５％を目処に投資を拡大

３．Ｒ＆Ｄ費率を１５％へ拡大しつつ経常利益率の水準を確保
　　①新生産体制の構築によるコスト構造の改革

　　②人員計画／人件費計画見直しによるＲ＆Ｄ費を除いた販管費率の低減

ＭＩＣ－’０５計画目標値（立案時）

　　Ｒ＆Ｄ費　：１５０億円

　　売 上 高　：１０００億円
　　経常利益率：２５％
　　人　　　員：１７００名

キョーリンＭＩＣ－’０５計画 数値目標の修正

ＭＩＣ－’０５計画目標値（修正値）

　　Ｒ＆Ｄ費率：１５％

　　売　上　高：７５０億円
　　経常利益率：１８％以上
　　人　　　員：１６５０名

基本骨子

６



２）ＦＣ戦略商品に対する取り組み強化

　①ＦＣ戦略商品：ガチフロ、キプレス、ムコダイン、バイナス、アレロックなど
　②ＦＣ戦略商品にかけるコールウェイト：６５％　　　８５％

１.ＦＣ戦略商品によるＦＣ領域ユーザーへの営業資源のより一層の集中化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（呼吸器内科・耳鼻科・泌尿器科）

１）総コール数の向上

　①ＭＲの増員／維持
　　　　０１年度　　０２年度　　０３年度　　　　　０５年度　　　

　　　　５９０人　　６００人　　６３０人　　　　　６３０名

　②コア訪問先への集中化による訪問およびコール効率の向上
　　　コア訪問先［内科（呼吸器）、耳鼻科、泌尿器科により集中］

キョーリンＭＩＣ-’０５計画の修正

基本骨子１．営業展開の変革
　① 国内：ガチフロ戦略からより一層のＦＣ戦略の強化／推進へ

総コール数を１０％アップ

（医療用医薬品　ＭＲのみ）

７

ＭＲ増員 集中化



約500億円

肺炎・下気道疾患350億円
慢性耳・泌疾患150億円

シェア20％獲得
を目指す
（ピーク時）

1600億円

重点市場：約５００億円

・肺炎/下気道疾患約350億円

・慢性耳/泌疾患約150億円

修正目標

売上高100～150億円

（杏林・大日本合計）

キョーリンＭＩＣ-’０５計画の修正

基本骨子１．営業展開の変革
　① 国内：ガチフロ戦略からより一層のＦＣ戦略の強化／推進へ

２．ＦＣ戦略商品（ガチフロ、キプレス、ムコダイン等）への具体的取組み
①ガチフロ錠　　呼吸器感染症を中心に適正使用していただける疾患からのリ・スタート
　　　　　　　　 最大の特長である呼吸器感染症の起炎菌および耐性菌に対する抗菌力を訴求する

0 2 年 3 月 期 0 3 年 3 月 期 0 4 年 3 月 期 0 6 年 3 月 期 1 1 年 3 月 期

４００億円
５００億円

６００億円

６００億円

６５０億円
～

７００億円

７５０億円
～

（実　績）
８％

３１億円

（実　績）
１３％

６４億円

ＭＩＣ－’０５計画
(億円)

（見込み）
１６％

９４億円

出典：杏林製薬

市場：薬価換算
売上：販売額

シェア
実績

03年度上期で
シェア16％獲得

８００

５００

０５年度
達成へ

０７年度

シェア：２５％

②キプレス

　・キプレスターゲットドクターへの行動集中化とコール数の拡大
　・ピークシェア２５％の早期達成（０７→０５年度）を目指す

成人用経口抗菌剤市場：１６００億円
・糖尿病患者を除く
・６５歳以上の高齢者での用量調節による減少

８
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キョーリンＭＩＣ-’０５計画の修正

基本骨子１．営業展開の変革
　① 国内：ガチフロ戦略からより一層のＦＣ戦略の強化／推進へ

③ムコダイン　新剤形ＤＳ改良剤への積極切替えにより、更なる売上増を目指す

－ライフサイクルマネジメント戦略（剤形追加・効能追加等）とＦＣ戦略のコラボレーション－　　　

④抗アレルギー剤（バイナス、アレロック）の新規参入

ＦＣ領域（呼吸器内科、耳鼻科）での処方拡大と他剤コールアップのシナジー効果を目指す

２００３年１月よりコ・マーケティング開始
バイエル　２００２年売上：１９億円（薬価）

２００３年１０月よりコ・プロモーション開始
協和発酵　２００２年度売上：１１８億円

呼吸器内科・耳鼻科領域の強化

３０％

１０％

６０％

　０５年度
（見込み）

６％

１３％

１２％

６９％

０３年度
（見込み）

２％ＤＳ

１７％シロップ

１６％細粒

６５％錠剤

　０２年度
（実績）

売 上 比 率

（薬価ベース）

ムコダイン細粒
　　　　’87.11

ムコダインシロップ５％
　　　　　　　　’87.10

耳鼻科領域適応追加
　　　　　　　　　　’88.11

後発品発売

ムコダインＫ10
　　　　 ’94.8

ムコダイン500㎎錠
　　　　　’96.10 ムコダインＤＳ

発売　　 ’03.3
改良剤　’03.12

９

アレルギー性
鼻炎治療剤

アレルギー
疾患治療剤

バイナス⇒

アレロック⇒

ライフサイクルマネジメント ＦＣ戦略

-4

0

4

8

12

16

20

その他去痰剤 ムコダイン 耳鼻科 呼吸器内科

ＦＣ戦略後の伸び率

（９９年度vs０２年度）

▲２.５％

４.８％ １１.２％
１５.４％

ＦＣ戦略

スタート

％

合計

ムコダイン



ＦＣ戦略の強化／推進：ＦＣ領域で主に処方される製品の強化ＦＣ戦略の強化／推進：ＦＣ領域で主に処方される製品の強化

　点眼液　

千寿製薬　他

　点眼液　

千寿製薬　他

　ペキロン　

ガルデルマ　他

　ペキロン　

ガルデルマ　他

マクサルト

エーザイ

マクサルト

エーザイ

３．アライアンス戦略によるＦＣ戦略の更なる強化
　アライアンス戦略により、

　①ＦＣ領域で処方頻度の高い製品の導入

　②ＦＣ領域外で主に処方される製品の導出推進

　協和発酵　

アレロック

　協和発酵　

アレロック

コ･プロモーション

　バイエル　

バイナス

　バイエル　

バイナス

コ･マーケティング

　メルク　

キプレス

　メルク　

キプレス

2001.8 2003.10

2003.92000.1

2003.1

2002.4

ライセンスインの強化

販売委託／共同販売の推進

ライセンスイン

販売委託／共同販売

１０

２００３年度の取組み

キョーリンＭＩＣ-’０５計画の修正

基本骨子１．営業展開の変革
　① 国内：ガチフロ戦略からより一層のＦＣ戦略の強化／推進へ

＊1　コ・マーケティング：共同販売

＊2　コ・プロモーション：共同販促

＊１ ＊２



キョーリンＭＩＣ-’０５計画の修正

基本骨子１．営業展開の変革
　② 海外：ガチフロ点眼液への取組み強化と海外基盤の構築検討

２００５年（見込み）の背景
　１）添付文書改訂やコ・プロモーション解消による影響は03年9月にほぼ収束(ＩＭＳ：新規処方箋）
　２）小児適応症を２００３年中に申請予定
　３）呼吸器感染症だけでなくＵＴＩ、皮膚感染症への処方拡大　⇒　

２２０～２３０

２００５年
見込み

２２０⇒２００
＊下方修正

１１１
（7.1％）

２４８
（9.0％）

２５８

（9.4％）

１１９
（7.7％）

ＩＭＳデータ
（シェア）

2003年
見込み

＋12.0％
１０９００
＋4.8％

１０４００
＋11.8％

９３００
＋6.9％

抗菌剤全市場
（前同比）

2003年
1～2Ｑ実績

2002年
実績

2001年
実績

2000年
実績単位：＄ＭＭ

現状と今後の展開

・上市後順調にシェア獲得が進んでいる
・特許切れ(製剤特許；2003年11月)が近いオキュフロックスからの急速な処方切り替えが推測される
⇒初年度；＄１０ＭＭ　ピーク時；シェア２０％以上（抗菌点眼液市場）の早期達成を目指す

１．海外ガチフロキサシンの状況
　①ＢＭＳ社：テクイン の状況

　②アラガン社：ザイマーの状況

０２年度 出典：杏林製薬

全世界の抗菌点眼剤市場

日本

300億円
米国

300～350億円

欧州

100億円

0%

10%

20%

30%

40%

Ciloxan  Ocuflox Zymar Vigamox Quixin

2003年7月末 眼科領域処方せんシェア
　　　　　　　　　　（ＮＱ剤のみ）

＄２２０～２３０ＭＭ/年へ

ピーク時売上

オキュフロックス約80億円

１１

03年3月末

１５％



２．海外基盤の新たな展開：ＫＲＰ－２９７の新展開の検討　

①当社が留保するＫＲＰ－２９７の海外の権利

北米におけるコ・プロモーション権

欧州におけるコ・マーケティング権
　　　　　　　２０００年　　 ２００１年　　２００２年　

　全世界　 　１,７３０　　 　２,４００　　　３，０００

　米国　　　　１,６００　　　　２,２００　　　２，６００
　日 本 　６０ 　 　８０　　　　　１００
　欧州他　　　　７０　　　　　　１２０　　　　　３００

③ＫＲＰ－２９７の市場性

単位：億円　出典：杏林製薬

②ＫＲＰ－２９７の開発ステージ

米国：ＰｈⅢ２００２年４Ｑ～　（メルク社）　

日本：ＰｈⅡ２００２年３Ｑ～　（ＰｈⅡa終了）

＜４つのシナリオ＞

１）自前で販売網を構築

２）海外製薬企業とのアライアンス（買収・資本提携など）

３）米国に販売網を持つ日本企業との提携

４）権利を行使せず

ＫＲＰ－２９７の
コ・プロモーションの
価値の極大化策を検討

１２

キョーリンＭＩＣ-’０５計画の修正

基本骨子１．営業展開の変革
　② 海外：ガチフロ点眼液への取組み強化と海外拠点の構築検討



◆国際的な競争力を有する創薬型企業として売上の１５％を目処とした
　Ｒ＆Ｄへの継続的投資拡大を図る

　 研究開発の重点領域： １．感染症
　　　　　　　　　　　　２．免疫・アレルギー
　　　　　　　　　　　　３．代謝性疾患　　　　　　　　　　　　　　　

１．外部研究機関との創薬ネットワークの構築

（１）３極創薬拠点作り（サテライト研究所：日・米・欧）

　　①キョーリンスコットランド研究所（ＫＳＲＬ）等、外部研究機関との共同開発の推進

　　・アレルギー領域・代謝性疾患（糖尿病）領域

　　②米国におけるサテライト研究所設置の検討

（２）外部創薬投資の拡大

　　・ＡｃｔｉｖＸ社（Ⅱ型糖尿病）、ＤＰＩ社（アレルギー領域）、バイオベンチャー投資及び共同研究など

２．効率的プロジェクトの推進

（１）開発品ステージアップに伴う経費の効率化

　　・ＫＲＰ－２９７のブリッジング試験の検討

（２）優先順位を明確にした海外臨床試験の展開　　

　０３年３月期（実績）　０４年３月期（見込み）　　　修正目標値

　７０億円（10.4％）　　　８４億円（13.1％）　 　 売上高の１５％

キョーリンＭＩＣ-’０５計画の修正

基本骨子２．研究開発への積極的な投資

への集中的投資を実施

１３



１．新生産体制の構築によるコスト構造の改革

　（１）新生産体制の構想
　　　・大量かつ技術的に難しい製品 → 自社　　 内服固形製剤

　　　・少量または技術的に確立した製品 → アウトソーシング　　 一部の内服固形製剤・注射剤・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 クリーム剤・点眼剤ほか

　（２）新製剤工場の建設と生産の２拠点化　

　　　・０６年４月：能代工場の新製剤工場稼働　→　設備投資約８０億円
　　　・０６年３月：野木工場を閉鎖し、能代工場に生産移転（３拠点から２拠点体制へ）　

アウトソーシングの推進と生産体制の２拠点集約化によるコスト構造の改革を図る（原価率３０％台）

２．人員／人件費計画の見直しによる販管費率(Ｒ＆Ｄ費除く)の低減（３５％台）

　（１）人員の適正化：現状１７００名　→　２００５年度１６５０名

　（２）直間比率の一層の改革

　（３）年齢構成の是正

　（４）企業年金など退職給付制度の改革による退職給付費用の減少　　

キョーリンＭＩＣ-’０５計画の修正

基本骨子３. Ｒ＆Ｄ費率１５％へ拡大しつつ経常利益率水準を確保

１４



3 0 0

5 0 0

7 0 0

9 0 0

ＭＩＣ－’０２計画～06年3月期　

ＭＩＣ－’０５計画　02年3月期～06年3月期　

（億円）

国内医療用
医薬品売上高

海外売上高

その他

３１

８６

４２８

３３

１２１

４５６

５４６億円

６１１億円

01年3月期 02年3月期 　06年3月期
（修正ＭＩＣ-’05計画）

03年3月期

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
‐
０
２
計
画

目
標
値

ＭＩＣ計画　業績及び経営指標の推移と目標修正値

04年3月期
（見込み）

５４６

９０

３６

６７２億円

５３３

６５

６３９億円

５０

９０

６１０

７５０億円

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

4 0

4 5

5 0

5 5

6 0

0 1 年 3 月 期 0 2 年 3 月 期 0 3 年 3 月 期 0 6 年 3 月 期

（単位：％）

販管費率

原価率

経常利益率

５２.３％
５０.５％

３１.３％

１７.４％

３０.１％

１９.３％

５１.６％

３０.１％ ３０％台

５０％台

１８.１％ １８％以上

研究開発費率

１１.３％ ９.９％ １０.４％

１５％

（修正値）

売上高 目標数値

６５０億円 ４１

１５

1000

Ｒ＆Ｄ費除く販管費率

４１.０％ ４０.６％ ４１.１％

３５％台

当
初
計
画



海外：英国においてＰｈⅠ開始（４月)ＰＰＡＲαの選択的ａｇｏｎｉｓｔ。Ｌ
ＤＬコレステロールおよび中性脂肪を低
下させ、ＨＤＬコレステロールを高める
ことにより、トータル的な脂質プロファ
イルの改善が期待できる。

自社高脂血症治療剤ＫＲＰ－１０１ＰｈⅠ

マルホと共同開発日本初のネイルラッカー製剤。自社爪白癬治療剤
ぺキロン

ネイルラッカー
ＰｈⅡ

○ 剤形追加
○ 用法・用量の変更
・万有製薬と共同開発

小児（１歳～５歳）用の新規製剤メルク社
気管支喘息

治療剤
モンテルカストＰｈⅡ

強力な５-HＴ１B/1D作動薬｡片頭痛発現
後の投与において速やかに効果を発現す
る。再発例に対しても改善効果を示す

日清キョーリン製薬が単独で申請
・日清製粉グループ 日清ファルマと
　共同開発

・日清製粉グループ 日清ファルマと
　共同開発

選択性の高いβ３受容体作動薬｡高血糖
及び耐糖能、高インスリン血症を改善す
ると共に血漿中TG、FFAを低下させる。

日清製粉
糖尿病治療剤

抗肥満剤
Ｎ－５９８４

（錠）
ＰｈⅠ

剤形追加自社合成抗菌剤ガチフロ注ＰｈⅠ

海外：米国メルク社に導出（99年9月）
国内： 万有製薬と共同開発

インスリン抵抗性改善作用と糖尿病に伴
う脂質代謝異常にも効果。

自社糖尿病治療剤
ＫＲＰ－２９７

（錠）
ＰｈⅡ

海外：英国においてＰｈⅠ終了
　　　（ＣＲＯ活用）
国内： 小野薬品工業と共同開発･販売

抗コリン作用が強く、口渇等の副作用軽
減が期待される。

自社
尿失禁治療剤

ＫＲＰ－１９７
（錠）

ＰｈⅢ

日本国内における開発は万有製薬が実
施し、杏林製薬が承認申請
独占的販売権を杏林製薬が取得
エーザイに販売委託　
エーザイより９月２４日新発売

メルク社片頭痛治療剤
マクサルト錠

マクサルトＲＰＤ錠
上市

(０３年９月)

５－ＨＴ3と５－ＨＴ4拮抗作用を
併せ持つ。

日清製粉制吐剤
Ｎ－３３８９

（錠）

申請中
(０２年２月)

備　考特　徴起　源薬　効製品名・開発コード開発段階

開発品一覧①　（２００３年９月３０日現在）

１６



導出品の状況

自社合成抗菌剤ＰｈⅡ／Ⅲグリュネンタール社
ガチフロキサシン

注射剤

合成抗菌剤

日本、中国、韓国、台湾を除く全世界における

研究開発及び販売権を供与
自社糖尿病治療剤

ＰｈⅢ

（米国）
メルク社ＫＲＰ－２９７

日本における開発、製剤及び販売権を供与
申請中

（２００２年末)
千寿製薬

日本、中国、韓国、台湾を除く全世界における

開発、製剤及び販売権を供与
自社

上　市

（２００３年４月）
アラガン社

ガチフロキサシン

点眼液

備　　考起源薬　効開発段階導出先製品名／開発コード

開発品一覧②　（２００３年９月３０日現在）

１７



１．ビストナー事業ファンドの状況
　　・設 立　 ２０００年９月
　　・出資額　　 ５０億円（既出資額　３０億円　既投資額 １７億円）
　　・対象領域　 「医薬品関連」「医療関連」「介護関連」「健康関連」

・殺菌消毒剤（食肉用等）
・ウイルス性肝炎、関節リウマチ等の治療薬開発　　
・機能性ペプチドを用いた創薬、健康食品・スキンケア製品の開発／製造／販売

３

・化粧品／健康食品通信販売　　

・汚水処理用各種担体の事業化

・証券会社（中国の漢方、健食等の情報強化）

・農業用資材／農産物流通事業

・食品素材開発

・スキンケア用品開発／販売（２社）

７

・有機汚泥処理システム（介護用トイレなど）の事業化

・介護施設の運営・コンサルタント　

・介護ヘルパー用等ＡＳＰソフト開発／販売
４

・Ｃ型肝炎の温熱治療装置･治療法の研究開発
・非浸襲的医療関連計測機器の開発
・レーザーによる近視治療の事業化　
・医学文献／医療情報等のネットワーク配信サービス

・ＰＥＴ画像診断センター設立企画・運営支援　　　　　

５

投資先の事業内容投資件数

＜健康領域＞
食品
化粧品など

＜介護領域＞
施設経営　　在宅介護
関連製品など

＜医療領域＞
代替医療　再生医療
ＩＴなど

＜医薬品領域＞
ゲノム創薬など

領　　域

投資案件　　

新規事業の拡充　－新しい事業開発の現状－

合計１９件投資
１８



２００３年９月中間期　決算概要

財務諸表の概況



前 年 増 減 額前 同 比売 上 比実 績売 上 比実 績

１，５５５

▲ １，３１５

２，７２２

２，９６３

２３

１，９６５

４，９０４

３２４

２２６

４，８０６

１７，２２２

（３，１３０）

２２，０２９

９，８４８

３１，８７８

０２年９月中間期

4.9%

▲4.1%

8.5%

9.3%

0.1%

6.2%

15.4%

1.0%

0.7%

15.1%

54.0%

（9.8%)

69.1%

30.9%

100.0%

３，０８７198.4%15.1%４，６４３中 間 純 利 益

２，９３５―5.2%１，６２０法 人 税 等 調 整 額

▲１，１８５▲43.5%5.0%１，５３７　法人税・住民税

　　　　　　および事業税

４，８３７163.2%25.3%７，８０１税引き前当期利益

４，４５９

▲１，９４７

―

▲99.1%

14.5%

0.0%

４，４８２

１７

　特別利益

　特別損失

▲１，５６８▲32.0%10.8%３，３３６経 常 利 益　

▲３８

１１１

▲11.7%

49.2%

0.9%

1.1%

２８６

３３８

　営業外収益

　営業外費用

▲１，４１９▲29.5%11.0%３，３８７営 業 利 益

▲２０７

４４６

▲1.2%

14.3%

55.2%

(11.6%)

１７，０１５

（３，５７７）

販売費及び一般管理費

（うち研究費）

▲１，６２６▲7.4%66.2%２０，４０３売 上 総 利 益

５７９5.9%33.8%１０，４２７　売上原価

▲１，０４６▲3.3%100.0%３０，８３１売 上 高

０３年９月中間期

損益計算書の概要：連結

＜連結＞ （単位：百万円）
＜当期のポイント＞

＜適応範囲及び持分法の適用について＞
連結子会社５社：（株)杏文堂　
　　　　　　　　（株）ビストナー
　　　　　　　　　ｋｙｏｒｉｎ ＵＳＡ,Ｉｎｃ　
　 　　　　　　　 ｋｙｏｒｉｎ Ｅｕｒｏｐｅ ＧｍｂＨ
　　　　　　　　　ビストナー壱号投資事業有限責任組合
　 　　　　　　
持分法適応会社２社：日清キョーリン製薬（株）
　　　　　　　　　　日本理化学薬品（株)

　　　　　　　　 ０２／９　　　 ０３／９（億円）

■売上高　　　　　　　　　３１８　　　　３０８

（医薬品事業）　　　　　　３１１　　　　３０１　
＜医療用医薬品：国内＞　　２６２　　　　２４６
　＝製品別売上＝　　　 　　
　　ムコダイン　　　　　　　７４　　　　　７８
　　バクシダール　　　　　　　６　　　　　　４
　　ケタス　　　　　　　　　３６　　　　　３５
　　アプレース　　　　　　　１８　　　　　１５
　　ロカルトロール　　　　　１６　　　　　１４
　　ペンタサ　　　　　　　　２６　　　　　３０
　　キプレス　　　　　　　　２５　　　　　４３
　　ガチフロ　　　　　　　　１９　　　　　　６
　
＜医療用医薬品：海外＞ 　　 ３１　　　　　３６
　　ノルフロキサシン　　　　　８　　　　　　６
　　ガチフロキサシン　　　　１９　　　　　３０

＜医薬品事業のその他＞　　　１７　　　　　１７
　うち　ミルトン　　　　　　１６　　　　　１４

（その他事業）　　　　　　　　７　　　　　　７　　
＊販売促進・広告の企画制作

１９



損益計算書の概要：単体－①

＜単体＞ （単位：百万円）
＜当期のポイント＞

前 年 増 減 額前 同 比売 上 比実 績売 上 比実 績

３５2.0%6.0%１，７９４5.7%１，７５９その他

４８０15.1%12.2%３，６７２10.2%３，１９１海 外 医 療 用

▲１，５４１▲5.9%81.8%２４，６７０84.1%２６，２１２国 内 医 療 用

▲１，０２６▲3.3%100.0%３０，１３７100.0%３１，１６４売 上 高

０３年９月中間期０２年９月中間期
■売　上　高 ３０,１３７百万円　（▲１０億円）

●国内医療用　２４,６７０百万円　（▲１５億円）
　＝業績プラス要因＝
　　　　　　　 　前期実績　　　当期実績　
　・ムコダイン　　　７４　　→　　７８（＋　４）
　・キプレス　　　　２５　　→　　４３（＋１８）
　・ペンタサ　　　　２６　　→　　３０（＋　４）
　＝業績マイナス要因＝
　・ガチフロ　　　　１９　　→　　　６（▲１３）
　　＊杏林売上のみ
　・その他　　　　　４２　　→　　２１（▲２１）
　[その他のマイナス要因］　
・大日本製薬のガチフロ錠に関する一時金及び
　出荷の減少

●海外医療用　３,６７２百万円　（＋　４億円）
　＝業績プラス要因＝
　・ガチフロ　　　　１９　　→　　３０（＋１１）
　　ＢＭＳ社の過剰在庫問題解消
　　アラガン社の点眼液米国上市（４月)

●その他　　　１,７９４百万円　（±　０億円）
　・ミルトン 　　　 １６　　 → 　１４（▲　２）

２０



損益計算書の概要：単体－②

＜単体＞ （単位：百万円） ＜当期のポイント＞

前 年 増 減 額前 同 比売 上 比実 績売 上 比実 績

３，２９５249.7%15.3%４，６１４4.2%１，３１９中 間 純 利 益

２，９１１―5.4%１，６１３▲ 4.2%▲ １，２９７法 人 税 等 調 整 額

▲１，１４２▲42.8%5.1%１，５２９8.6%２，６７１　法人税・住民税

　　　　　および事業税

５，０６４188.0%25.8%７，７５７8.6%２，６９３税引き前当期利益

４，４５１

▲１，９４７

―

▲99.1%

14.9%

0.1%

４，４８３

１７

0.1%

6.3%

３１

１，９６５

　特別利益

　特別損失

▲１，３３５▲28.9%11.0%３，２９１14.8%４，６２６経 常 利 益　

１４７

１２６

73.5%

40.4%

1.2%

1.5%

３４８

４４０

0.6%

1.0%

２００

３１３

　営業外収益

　営業外費用

▲１，３５６▲28.6%11.3%３，３８３15.2%４，７３９営 業 利 益

▲２５４

４４６

▲1.5%

14.3%

55.9%

11.9%

１６，８５４

（３，５７７）

54.9%

10.0%

１７，１０９

（３，１３０）

販売費及び一般管理費

（うち研究費）

▲１，６１０▲7.4%67.2%２０，２３８70.1%２１，８４８売 上 総 利 益

５８４6.3%32.8%９，８９９29.9%９，３１５売 上 原 価

０３年９月中間期０２年９月中間期 ■売上原価 ９，８９９百万円　（＋　５億円）

　 ●原 価 率

　　前年比＋２.９ポイント（29.9％→32.8％）

　　【原価率上昇要因】

　　 ＊ガチフロ錠の売上減少

■販管費　１６，８５４百万円　（▲　２億円）

　　●販管費率

　　前年比＋１.０ポイント（54.9％→55.9％）

　　【販管費増加要因】

　　＊販管費約２億円減：研究開発費４億円増加、
　　　研究開発費を除く販管費は７億円減少

■営業利益　３,３８３百万円　（▲１３億円）

　　●営業利益率

　　前年比▲３.９ポイント（15.2％→11.3％）

■経常利益　３，２９１百万円　（▲１３億円）

　●経常利益率

　　前年比▲３.８ポイント（14.8%→11.0%）　

　【営業外収益】　１４７百万円増

　【営業外費用】　１２６百万円増

■当期利益 ４,６１４百万円　（＋３２億円）

　【特別利益】４，４５１百万円増

　　＊厚生年金基金代行返上に伴う特別利益の計上
　　（４４億円）
　【特別損失】１，９４７百万円減
　　＊退職給付債務の償却(約15億円)が前年で終了

２１



100.0%

76.5%

3.2%
0.7%

73.1%
▲0.1%

0.0%
▲0.4%

23.5%

12.3%

11.2%

32.3%

67.7%

構 成 比

１３９，９６１

１０５，３１８

４，３１７
９４９

１００，６４３
６９

７
▲６６８

３４，６４３

１８，８６３

５，００３
１０，７７６

１５，７８０

１５，０５８
５，２９３

１８，５１４

３８，８６６

５７，６０７
２３，５２２

３，５２３
１０，８０９

５，６３１

１０１，０９５

実　績

０３年３月期

前 期 末 増 減構 成 比実　績構 成 比実　績

▲９８０100.0%１３８，９８０100.0%１３５，０１７総資産合計

４，１８６78.8%１０９，５０４75.2%１０３，２２８資 本 合 計

3.1%
0.7%

75.1%
0.4%
0.0%

▲0.5%

４，３１７
９４９

１０４，３７５
５３６

１５
▲６８８

3.1%
0.7%

71.9%
0.0%
0.0%

▲0.5%

４，３１７
９４９

９８，７２４
▲２４４

３
▲５２２

　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　その他有価証券評価差額金

　為替換算調整勘定
　自己株式

▲５，１６７21.2%２９，４７６24.8%３１，７８９負 債 合 計

▲３，７７６10.9%１５，０８６13.5%１６，６４３固 定 負 債

５，２３１
９，１５７

４，４８２
１０，６６４

　支払手形及び買掛金
　その他流動負債

▲１，３９０10.3%１４，３８９11.3%１５，１４６流 動 負 債

１７，３８２
４，９２６

１７，６６７

１５，４２７
５，９７１

２２，２４２

　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他

１，１０９28.8%３９，９７５27.8%４３，６４１固 定 資 産

５７，３６８
１９，５８０

４，７２５
１１，０９０

６，２４０

５３，１０４
１９，５１５

２，０１７
１１，１６５

５，５７２

　現金および預金
　受取手形及び売掛金
　有価証券
　棚卸資産
　その他流動資産

▲２，０９０71.2%９９，００４72.2%９１，３７６流 動 資 産

０３年９月中間期０２年９月中間期＜連結＞

貸借対照表の概要
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞

■流動資産：２,０９０百万円減

　・受取手形、売掛金の減少　（３,９４２百万円減）

　・有価証券の増加　（１,２０１百万円増）

　・その他流動資産の増加（６０８百万円増）

■固定資産：１,１０９百万円増
　・有形固定資産の増加 　（２,３２３百万円増）

　・無形固定資産の減少　　（３６７百万円減）

　　＊ミルトンの減価償却など

　・投資その他の減少　（８４６百万円減）

■ 流動負債：１，３９０百万円減

　・その他流動負債の減少（１,６２０百万円減)　

　＊未払法人税などの減少　（１,９６２百万円減）

■ 固定負債：３,７７６百万円減
　・退職給付引当金　（３,７６０百万円減）　

２２



貸借対照表の概要
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞

100.0%

76.5%

3.2%
0.7%

73.2%
△0.2%
△0.4%

23.5%

12.4%

11.1%

32.9%

67.1%

構 成 比

１３８，４８４

１０４，１９１

４，３１７
９４９

９９，５４７
４２

▲６６４

３４，２９３

１８，７７２

１，０７７
３，３５４

１１，０８８

１５，５２０

１５，０１２
５，２８９

１９，１５８

３９，４６０

５５，９８６
５２３

２２，６９４
３，４１２

１０，７８２
５，６２４

９９，０２３

実　績

０３年３月期

前 期 末 増 減構 成 比実　績構 成 比実　績

▲１，０９３100.0%１３７，３９１100.0%１３３，６９６総資産合計

４，１４５78.9%１０８，３３７75.2%１０２，３５５資 本 合 計

3.1%
0.7%

75.2%
0.4%

▲0.5%

４，３１７
９４９

１０３，２５４
５０１

▲６８５

3.1%
0.7%

71.9%
0.0%

▲0.5%

４，３１７
９４９

９７，８７９
△２６９
△５２２

　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　その他有価証券評価差額金

　自己株式

▲５，２３８21.1%２９，０５４24.8%３１，３４１負 債 合 計

▲３，７３８10.9%１５，０３４13.6%１６，５５４固 定 負 債

１，１１２
３，６７６
９，２３０

９６５
２，８２５

１０，９９６

　支払手形
　買掛金
　その他流動負債

▲１，５００10.2%１４，０２０11.2%１４，７８７流 動 負 債

１７，３３９
４，９２２

１７，９２６

１５，３７６
５，９７０

２２，６１１

　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他

７２７29.3%４０，１８８28.5%４３，９５７固 定 資 産

５６，１５１
４１４

１８，７９２
４，６１３

１１，０８７
６，１４３

５２，１５８
４３９

１８，５５５
１，９０６

１１，１６２
５，５１５

　現金および預金
　受取手形
　売掛金
　有価証券
　棚卸資産
　その他流動資産

▲１，８２０70.7%９７，２０２71.5%８９，７３８流 動 資 産

０３年９月中間期０２年９月中間期＜単体＞

■流動資産：１，８２０百万円減

　・売掛金の減少　（３，９０１百万円減）

　・有価証券の増加　（１，２０１百万円増）

■固定資産：７２７百万円増

　・有形固定資産の増加　（２，３２６百万円増）

　・無形固定資産の減少　　（３６７百万円減）

　　＊ミルトンの減価償却など

　・投資その他の減少　（１，２３１百万円減）

■ 流動負債：１，５００百万円減　

　＊未払法人税などの減少　（１，９３０百万円減）

■ 固定負債：３，７３８百万円増

　・退職給付引当金の減少　（３，７３３百万円減）

　・利益剰余金の増加（３,７０６百万円増）

２３



84.0%

10.2%

８

５５

６５

２９

５９

２７

２８

６９

９

１７７

３０

９４

０４年３月期

（見込み）

自 社 品 比 率

海 外 売 上 比 率

ノルフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

ガチフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

海外売上合計

ミルトン
（哺乳ビン・乳首消毒剤）

ペンタサ
（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤）

ロカルトロール
（骨粗鬆症治療剤）

アプレース
（抗潰瘍剤）

ケタス
（気管支喘息・脳血管障害治療剤）

バクシダ―ル
（合成抗菌剤）

ムコダイン
（去痰剤）

ガチフロ（自社販売）
（合成抗菌剤）

キプレス
（ロイコトリエン受容体拮抗剤）

１５▲31.6%６８１０１１

３０▲10.5%１４１６１４１４

６４71.2%４３２５１７―

４７▲68.5%６１９――

前 同 比実　績

５１53.7%３０１９４８２０

86.6%―82.0%83.1%84.0%81.4%

13.4%―12.2%10.2%20.9%14.0%

９０15.1%３６３１５９３５

＊

５３12.1%３０２６２２１９

３０▲13.1%１４１６１９１９

３４▲13.9%１５１８２１２３

７０▲2.9%３５３６３７３７

１２▲22.3%４６８９

１７１5.5%７８７４７６７０

０３年３月期

（実績)

０３年９月期０２年９月期０１年９月期００年９月期
＜半　期＞

（単位：億円）
製　品　売 上 の 状 況

国
　
内
　
売
　
上

海
外
売
上

Ｏ
Ｔ
Ｃ

＜通　期＞

２４



１，４３５

３４３

２，６１６

９９年９月期

１，３１２

１，０９９

２，７９５

００年９月期

１，５１８

９５０

２，９５４

０１年９月期
前 同 比実　績

１，５９７

２，４４８

３，１３０

０２年９月期

３，６００

７，２００

８，４００

０４年３月期

（見込み）

３．６％１，６５５減 価 償 却 費

４５．６％３，５６４設備投資（計上ベース）

１４．３％３，５７７研 究 開 発 費

０３年９月期
＜半　期＞

（単位：百万円）
研究開発・設備投資･減価償却の状況

通期計画中間実績実 績

３７億円

１６億円

９億円

１９億円

５億円

６億円

１０億円

１６億円

４億円

（実績）

プロセス研究棟設備化等研究用設備　　　　　

新製品製造設備・製造機械設備（各工場）　

支店社屋・社宅新築

（実績／計画）　　　　　　　　　　　

新製品製造設備・製造機械設備（各工場）

管理・販売設備　

支店社屋・社宅新築

０４年３月期０３年３月期

＜設備投資の状況（実績／計画）＞

＜通　期＞

２５



主な業績項目の推移：連結
＜ 通　　期 ＞ （単位：百万円）

１，３１２

１，０９９

１，７２４人

８２．６％

１．０％

１，７１１円

９８，５２２

１１９，２４９

３，６２３

１７．１１円

９８５

（3.7%)

３，７７８

（14.4%)

３，５１８

(13.4%)

２，７９５

(10.7%)

１４，０１０

(53.5%)

８，６８１

(33.1%)

２６，２１０

（３，５８９）

　００年９月期

１，５２０

９５０

１，７４６人

７８．５％

０．９％

１，７３９円

１００，１０７

１２７，４８３

３，６２３

１５．１４円

８７１

（3.0%)

３，９４６

（13.5%)

３，８３１

（13.1%)

２，９５４

（10.1%)

１５，８４７

（54.1%)

９，６１３

（32.8%)

２９，２９３

（５，９８４）

０１年９月期

１，６０３

２，４４８

１，７５７人

７６．５％

１．５％

1，１９７円

１０３，２２８

１３５，０１７

４，３１７

１８．０５円

１，５５５

(4.9%)

４，９０４

(15.4%)

４，８０６

(15.1%)

３，１３０

（9.8%)

１７，２２２

(54.0%)

９，８４８

（30.9%)

３１，８７８

（３，１９１）

０２年９月期

１，６６０

３，５６５

１，７７５

７８．８％

４．２％

１，２７２円

１０９，５０４

１３８，９８０

４，３１７

５３．９３円

４，６４３

(15.1%)

３，３３６

(10.8%)

３，３８７

(11.0%)

３，５７７

(11.6%)

１７，０１５

(55.2%)

１０，４２７

（33.8%)

３０，８３１

（３，６７２）

０３年９月期

１，７１９人人員（人）

３，６００３，６３７減価償却費

７，２００３，３０１設備投資

７５．２％株主資本比率 ％

４．０％株主資本利益率 ％

１，２２２円一株当たり株主資本（円）

１０５，３１８株主資本

１３９，９６１総資産

４，３１７４，３１７資本金

９２．９３円４７．２１円一株当たり当期利益（円）

８，０００

（12.3%)

４，１２０

（6.0%)

当期利益

（当期利益率）％

９，１００

(13.9%)

１２，８０５

（18.6%)

経常利益

（経常利益率）％

８，９００

(13.6%)

１２，３６７

(18.0%)

営業利益

（営業利益率）％

８，４００

(12.9%)

７，００９

(10.2%)

うち研究開発費

　（研究開発費率）％

―　
３５，０４５

(51.1%)

販売費及び一般管理費

（販管費率）％

―　
２１，２０５

(30.9%)

売上原価

（売上原価率）％

６５，３００

（６，５００）

６８，６１８

（９，０２４）

売上高

（輸出高）

０４年３月期

（見込み）

０３年３月期
＜ 半 　　期 ＞

２６



主な業績項目の推移：単体
＜ 通　　期 ＞ （単位：百万円）

１，４３５

３４３

１，７９８人

８４．４％

１．７％

１，６６０円

９５，５９３

１１３，３１７

３，６２３

２８．０７円

１，６１６

（7.0%)

３，１１８

（13.4%)

２，９９９

(12.9%)

２，６１６

(11.3%)

１３，１０５

(56.4%)

７，１３２

(30.7%)

２３，２３８

（２，６７９）

９９年９月期

１，３１２

１，０９９

１，６７９人

８２．９％

１．０％

１，７０８円

９８，３５９

１１８，６７４

３，６２３

１６．４９円

９４９

（3.7%)

３，７１０

（14.5%)

３，４８８

（13.6%)

２，７９５

（10.9%)

１３，８９７

（54.3%)

８，２３４

（32.1%)

２５，６２０

（３，５８９）

００年９月期

１，５１８

９５０

１，６９２人

７８．７％

０．９％

１，７３３円

９９，７９１

１２６，８２９

３，６２３

１５．０７円

８６７

（3.0%)

３，８７４

（13.5%)

３，７８８

（13.2%)

２，９５４

(10.3%)

１５，７４３

（54.9%)

９，１６９

（32.0%)

２８，６９５

（５，９８４）

０１年９月期

１，５９７

２，４４８

１，６９５人

７６．５％

１．３％

1，１８７円

１０２，３５５

１３３，６９６

４，３１７

１５．３１円

１，３１９

（4.2%)

４，６２６

（14.8%)

４，７３９

（15.2%)

３，１３０

（10.0%)

１７，１０９

（54.9%)

９，３１５

（29.9%)

３１，１６４

（３，１９１）

０２年９月期

１，６５８人１，７１７人員（人）

３，６００３，６２６１，６５５減価償却費

７，２００３，３０１３，５６４設備投資

７５．２％７８．９％株主資本比率 ％

３．５％４．３％株主資本利益率 ％

１，２０９円１，２５８円一株当たり株主資本（円）

１０４，１９１１０８，３３７株主資本

１３８，４８４１３７，３９１総資産

４，３１７４，３１７４，３１７資本金

９０．６０円４１．６３円５３．６０円一株当たり当期利益（円）

７，８００

（12.2%)

３，６３３

（5.3%)

４，６１４

(15.3%)

当期利益

（当期利益率）％

８，９００

（13.9%)

１２，２４１

（18.１%)

３，２９１

(11.0%)

経常利益

（経常利益率）％

９，０００

（14.1%)

１２，３６４

(18.3%)

３，３８３

(11.3%)

営業利益

（営業利益率）％

８，４００

（13.2%)

７，００９

(10.4%)

３，５７７

(11.9%)

うち研究開発費

　（研究開発費率）％

―　
３４，６９８

(51.6%)

１６，８５４

(55.9%)

販売費及び一般管理費

（販管費率）％

―　
２０，２３０

(30.1%)

９，８９９

(32.8%)

売上原価

（売上原価率）％

６３，９００

（６，５００）

６７，２９３

（９，０２４）

３０，１３７

（３，６７２）

売上高

（輸出高）

０４年３月期

（見込み）

０３年３月期０３年９月期
＜ 半 　　期 ＞

２７


